
1975年東大理□1 文□1 共通 

三角形OST において、  SOTcOTbOSaST ,,, とする。 

辺 OTOS, 上にそれぞれ点 QP, があり、 )10,10(, ≦≦≦≦ tstcOQsbOP  とする。 

三角形OPQの面積が三角形OST の面積の半分になるとき 
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ここで、 cb, を 36,32,25 のいずれから選んでも、 10,10  ts が成立。 
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 をとる。 
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PQが最小になるのは 25a のとき。このとき、上記の頂点Oは頂点C に当たり、 QP, は CACB, 上にある。 
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P がCBを 1:3 に内分し、QがCAを 1:2 に内分するとき、 PQは最短になる。……(答) 

P とQが逆でもよい。 
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